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(2)は連続近似 1,2,6~10)を行なうと, ∬∫ は微分方程式の解として近似的に次のように求まるo
xs2/(382+e)-J(xo)eS/TC, (3)
ただし,J(tr)… x2/(x2十e),丁e≡l/26 は特性時間であり, xoはラミナ-な運動の
振幅の初期値である｡初期値∬｡は 0≦∬｡≦∬R の範囲に限られるとし,また,∬∫ がある
しきい値 xB を越えるとバーストが起るものとするoこのとき,n番目のラミナ一区間の継続
時間 Tnは(3)で ∫- Tn,xs- a, とおいて得られるo
･n - Tc ln tJ (xB)/I(x o )i o (4)







2Tc 〔1- Re-(Tn-TR)/Tc〕3/2 '
(5)































を示 したものである. 6-10-1 ではほぼ等間隔に並んだピーク列となる｡ これは振幅変調
txsiの相関々数が Tn の平均値言の周期をもって振動することに起因するもので, ピーク列
の間隔はほぼ27C/了である｡ Eを小さくするにつれてピーク列の強度は減少する｡ 6-10~3
の附近でピーク列は消失し, a'=0のピークのみが支配的となる｡更に, 6を小さくすると
S(a)tま1/wl/2に漸近し(10)に一致するo図3には 5p(a)の振舞が示 してあり, 6-0の
とき, 1/α3/2 に漸近する｡
一般に, Tnの分布の幅 Oが Tnの平均値 石 こ比して 6/7之1のとき, ピーク構造は消失す
ると予想される｡実際に, 6-loll,10~3及び 10~4のとき, a/7-0.31,1.91及び 3.53
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図3 a'- a'o近傍でのパワースペクトルo
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